
Title 豊平川と私たち

Author(s) 持田, 誠

Description 総合博物館へ行こう. 第11回.

Citation きぼうの虹, 333, 7-7

Issue Date 2011-04-01

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/46748

Type article

File Information mochida kibou333.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



( 7 ) 第 333 号          よりよい生活と平和のために           2011 年 4 月 1 日 
                                  

  

永
遠
の
幸 

 

永
遠
の
幸 

朽
ち
ざ
る
誉
れ 

 

つ
ね
に
我
等
が
う
へ
に
あ
れ 

 

よ
る
ひ
る
育
て 

あ
け
く
れ
教
へ 

 

人
と
な
し
し
我
庭
に 

 

イ
ザ
イ
ザ
イ
ザ
う
ち
つ
れ
て 

 

進
む
は
今
ぞ 

 

豊
平
の
川 

尽
き
せ
ぬ
流
れ 

 

友
た
れ
永
く
友
た
れ 

企
画
展 

「
豊
平
川
と
私
た
ち
」 

 
 

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
で
は
、
３

月
８
日
か
ら
５
月  

日
ま
で
、
企
画
展

「
豊
平
川
と
私
た
ち
〜
そ
の
生
い
た

ち
と
自
然
」
を
開
催
す
る
。
５
月  

日

の
「
地
質
の
日
」
を
記
念
し
て
、
道
立

地
質
研
究
所
や
日
本
地
質
学
会
北
海

道
支
部
、
札
幌
の
地
域
博
物
館
と
し
て

日
頃
か
ら
豊
平
川
を
テ
ー
マ
に
掲
げ

て
い
る
「
札
幌
市
博
物
館
活
動
セ
ン

タ
ー
」
と
の
共
催
事
業
で
も
あ
る
。 
 

定
山
渓
の
山
奥
を
源
流
と
す
る
豊

平
川
は
、「
札
幌
軟
石
」
の
台
地
を
削

り
、
豊
か
な
栄
養
を
含
ん
だ
土
壌
を
扇

状
地
へ
吐
き
出
し
な
が
ら
、
江
別
市
と

の
境
界
域
で
石
狩
川
へ
合
流
。
そ
の
ま

ま
石
狩
湾
へ
注
ぐ
。
全
長
約  .

５ 

の

石
狩
川
水
系
の
一
級
河
川
だ
。 

 
札
幌
の
市
街
地
は
、
豊
平
川
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
こ
の
扇
状
地
の
上
に

あ
る
。
源
流
は
札
幌
市
民
の
水
道
を
支

え
る
水
か
め
で
あ
る
と
共
に
、
発
電
に

も
重
要
。
北
大
の
み
な
ら
ず
、
札
幌
と

い
う
街
自
身
が
、
ま
さ
に
豊
平
川
の

「
尽
き
せ
ぬ
流
れ
」
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

今
回
の
企
画
展
で
は
、
豊
平
川
の
地

質
・
地
形
・
水
理
・
生
物
と
と
も
に
、

札
幌
と
周
辺
の
自
然
の
成
り
立
ち
、
扇

状
地
と
人
々
の
暮
ら
し
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
紹
介
す
る
（
写
真
２
）。 

作
詞
者
は
白
樺
派
の
文
豪
、
有
島
武
郎
。

歌
詞
に
は
豊
平
川
の
流
れ
が
謳
わ
れ
、

札
幌
に
根
付
く
農
学
校
の
憧
憬
が
胸
に

響
く
良
い
歌
だ
と
思
う
。 

扇
状
地
の
自
然
と 

札
幌
軟
石

 
 

明
治
６
年
に
描
か
れ
た
札
幌
の
市
街

図
を
み
る
と
、
山
々
の
麓
に
広
が
る
森

と
豊
平
川
の
河
畔
林
と
の
間
が
切
り
拓

か
れ
、
街
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
。
鬱
蒼
と
茂
る
扇
状
地
の

森
林
景
観
の
名
残
は
、
今
も
中
央
区
北

３
条
西
８
丁
目
に
広
が
る
北
大
植
物
園

の
構
内
で
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

開
発
の
進
ん
だ
今
で
も
、
豊
平
川
と

そ
の
流
域
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
を

目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
企
画
展
で

は
、
豊
平
川
に
住
む
魚
類
と
、
流
域
に

残
る
旧
河
道
や
河
跡
湖
な
ど
に
生
育
す

る
水
草
の
標
本
が
展
示
さ
れ
る
（
写
真

３
）。 札

幌
の
建
築
用
材
と
し
て
重
要
な
札

幌
軟
石
（
写
真
１
）
は
、
約
四
万
年
前

豊平川と私たち 

持田 誠

第 11 回 

総合博物館 
資料部研究員 

に
支
笏
湖
を
生
み
出
す
大
噴
火
を
起
こ

し
た
火
山
の
噴
出
物
（
火
山
灰
）
が
起

源
。
こ
れ
が
堆
積
し
て
で
き
た
「
凝
灰

岩
（
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん
）」
で
あ
る
。
切

り
出
す
に
は
軟
ら
か
く
、
建
築
物
に
は

適
度
な
硬
度
を
持
っ
て
お
り
、
保
温
性

に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
時
代

か
ら
札
幌
市
内
外
で
広
く
用
い
ら
れ

た
。
企
画
展
で
は
、
札
幌
軟
石
の
他
に

も
、
豊
平
川
流
域
で
み
ら
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
岩
石
が
展
示
さ
れ
て
い
る
（
写
真

４
）。 企

画
展
関
連
事
業
と
し
て
、
５
月 

日
に
は
「
札
幌
軟
石
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

ツ
ア
ー
」
も
開
催
さ
れ
る
（
定
員 

名
。 

先
着
順
）。
詳
し
く
は
総
合
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。 

 
写真 2 豊平川流域の土地利用の変遷。写真ではよく
わからないが、地形の立体模型に時代ごとの土地利用
が投影されていき、おもしろい。 

写真 1 切り出した札幌軟石の標本。約４万年前
の火山灰が起源。今でも市内の石造り建築物に用
いられている。 

写真3 水草の押し葉標本など豊平川の生物群が
標本で展示される 

写真4 札幌軟石以外にも豊平川で見られる各種岩石を展示 

 

こ
れ
は
北
海
道
大
学
の
校
歌
「
永
遠

の
幸
（
と
こ
し
え
の
さ
ち
）」
で
あ
る
。

北
大
で
は
寮
歌
の
ひ
と
つ
「
都
ぞ
弥

生
」
が
あ
ま
り
に
も
知
名
度
が
高
く
、

公
式
行
事
の
際
に
も
「
都
ぞ
弥
生
」
が

歌
わ
れ
る
場
合
が
多
い
た
め
、
ど
う
も

影
の
薄
い
校
歌
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
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